
 

近年、日本では少子高齢化や核家族化などが進み、地域や家族などにおける、人とひととのつながりが弱まって

いると言われています。さらに、コロナ禍が長期化するなかで、より一層つながりを保つことが難しくなり、孤

独死や 8050問題、DVや児童虐待など「社会的孤立」を背景とする課題が深刻化しています。 

「社会的孤立」を防ぎ、誰もが自分らしく安心して生きられる地域を創っていくために、私たち一人ひとりの立

場からできることはどういったことでしょうか。 

民生委員児童委員は地域における身近な相談相手として、困りごとを抱える人と関係機関を「つなぐ」役割や、

「見守る」役割を担っています。こうした活動について、地域でご活躍されている民生委員児童委員の方々から

話題提供して頂き、つながる・つながり続けるためのヒントを得ながら、この学習会をひとつのつながりの場と

して、共に私たちができることをご一緒に考えていければと思います。 

話合いを含む参加型の学習会です。みなさまのご参加を心よりお待ちしております。 

民生委員は地域における身近な相談相手として、困りごとを抱える人と関係機関を「つなぐ」役割や、「見守

る」役割を担っています。こうした日々の活動について、それぞれの地域でご活躍されている民生委員から

話題提供して頂き、つながる／つながり続けるためのヒントを得ながら、この学習会をひとつの

つながりの場として、共にこの問題について考えていければと思います。 

なり、孤独死や 8050 問題、DV や児童虐待など「社会的孤立」を背景とする課題が深刻化して

います。「社会的孤立」を防ぎ、誰もが自分らしく安心して生きられる地域を創っていくため

に、私たち一人ひとりの立場からできることはどういったことでしょうか。 
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